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獣獣医医学学科科のの３３つつののポポリリシシーー 
 
獣医学科の目的 

獣医学科では，獣医師としての科学的思考力と応用能力を展開させ，生命と福祉にかかわる科学者としての社会的使命を

遂行できる能力及び動物の生理や病態，疾病の処置とその予防，並びにヒトと動物の感染症，動物性食品衛生及び環境衛生

に関する科学的知識と技術を併せ持つ人材の養成を目的とする。 
 
 
１．ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針） 

本学科に定められたカリキュラムを ICTを活用して学修することで，次のような人材が育成されることを目標とする。 
(1) 獣医師としての専門分野の学問内容についての知識を持つ。 

(2) 獣医師として，臨床・家畜衛生・公衆衛生に対応できる専門家としての実践能力を持つ。 

(3) 獣医師としての高い倫理観を有し，高度な専門職業人として責任を持った行動をとることができる。 

(4) 獣医師である高度な専門職業人として，課題発展能力・問題解決能力を持ち，獣医療の進歩や生命科学に関する

社会のニーズの変化に，持続的に対応できる柔軟さと学習意欲を持つ。 

 
２．カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

本学科では，動物に関する分子生物，細胞，組織，器官および個体レベルの正常な機能についての知識を基盤として，

感染症の原因や引き起こす病態，社会への影響，防疫はもちろん，化学物質が生命に及ぼす影響の客観的評価，動物の

疾患の原因特定や予防，治療法とその結果の評価に至るまでの広範囲の獣医学知識と技術を身に付けることで，動物の

保健衛生の向上ならびに畜産業の発達に貢献し，また公衆衛生の向上に寄与できる人材を育成することを目標とする。

このような広範囲な獣医学専門教育を効率よく学修できるようにするため，ICT を活用する。専門教育を，基礎獣医学系

（組織・解剖学，生理・生化学），病態獣医学系（薬理・毒性学，微生物学，病理学，免疫学），生産獣医学系（家畜衛

生学，産業動物臨床学），臨床獣医学（小動物臨床学）系及び環境獣医学系（公衆衛生学，実験動物学）の 5 系のカテゴ

リーに分け，系内及び系外教員との協力体制の下に教育を展開する。 
目的に基づき，以下のような特徴あるカリキュラムを編成する。 
(1) 初等年次では，教養から基礎獣医学まで幅広い知識や倫理観を身に付けるために基礎系教員と獣医学系教員の協

力による総合的なカリキュラムを設定する。 

生物学，細胞生物学，分子生物学，化学，生態学などの学問の理解を通じて生命の基礎となる知識を身に付ける

とともに，科学英語やコンピュータ演習を通じて，ICT を活用した情報収集，レポート作成方法を身に付ける。

獣医解剖学，組織学，発生学およびこれらの実習を通じて細胞から個体における動物の形態を，また獣医生理学，

生化学およびこれらの実習を通じて動物の機能について学ぶ。また教員および社会人として活躍する獣医師によ

る獣医学概論を通じて，獣医師の仕事や責務など，卒業後の自らの姿を低学年から考える素材を提供する。 

(2) 中等年次では，病態獣医学系や生産獣医学系，臨床獣医学系の教員によって，微生物とそれによって引き起こさ

れる病態について学ぶ専門的なカリキュラムを設定する。 

寄生虫学，細菌学，ウイルス学を通じて微生物の動物体内での動態や疾病発症，伝染性について理解する。また

ミクロからマクロレベルの詳細な病態は，獣医病理学で深く理解できるようにする。 

(3) 高等年次では，生産獣医学系，臨床獣医学系，環境獣医学系の教員が中心となり，小動物臨床獣医師，産業動物

臨床獣医師，家畜衛生獣医師あるいは公衆衛生獣医師などの獣医師としての専門性を身に付け，実践力を体得す

るためのカリキュラムを設定し教育している。授業では，基礎獣医学系，病態獣医学系科目で修めた技術や知識

を十分応用し，疾病を分子から個体レベルまで理解できるようにする。 

生産負荷をかけられる経済動物である牛や馬，豚などの特性や，疾病の発生機序と病態，診断と治療についての

知見をもとに，防疫や疾病予防に関する技術と知識を提供する。また，繁殖学では，豚や牛，馬の生殖とその異

常，治療法についての技術と知識を提供する。小動物分野では，さまざまな疾病について，内科学総論，臨床病

理学，臨床薬理学，呼吸循環器病学，消化器病学，泌尿生殖器病学，内分泌代謝学，臨床栄養学，神経病学，血

液免疫病学，皮膚病学，臨床行動学，外科学総論，手術学総論，麻酔学，軟部組織外科学，運動器病学，臨床腫

瘍学，眼科学，画像診断学の立場から診療の技術と知識を提供する。 

臨床系の実習においては，学術情報センターのシステムを活用し，学生が学外においても PC やタブレットを用い

て臨床技術の予習および復習を映像にて学び理解できる環境を提供する。 

(4) 問題解決能力を向上させるため，ICT を利用した論文検索で得られた知見や実験等で得られた新知見の集大成と

して，卒業論文を配置する。 
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獣医学科のカリキュラムと履修について 
獣医学科 2022・2023 年度［V22000・V23000 番台］入学者適用カリキュラム 

履修方法 
1. 基礎教育科目 

・基礎教育科目は，教養的な性格の科目と専門基礎的な科目で構成されています。 
・基礎教育科目では，必修科目 9 単位，外国語科目 6 単位（基礎科学英語を除く英語の中から 2 単位，第二外国語

の中から 4 単位）以上を修得し，選択科目 23 単位（人文系科目から 2 単位以上，社会科学系科目から 2 単位以

上を含む）以上を修得してください。 
2.  専門科目 

・専門科目は必修科目 146 単位，選択科目 5 単位以上を修得してください。 
3.  他学部及び他学科における授業科目の履修 

・本学の他学部及び他学科の講義科目を選択科目として 4 単位まで履修することができます。 
4.  履修登録 

・前期履修登録の際には，麻布大学獣医学部規則第 11 条の 2「学生が，1 年間に履修科目として申請することがで

きる単位数は，再履修科目の単位数も含め，1 年次学生にあっては年間 50 単位未満，2 年次以上の学生にあって

は，年間 47 単位未満とする。なお，教職課程での履修単位数は，この単位数に含めない。」の規則を遵守し，後

期に履修登録を予定している科目の単位数を踏まえて慎重に登録してください。ただし，前年度の GPA が 2.5
以上の 2 年次以上の学生の履修登録単位数の上限は，年間 50 単位未満となります。 

 
 
獣医学教育モデル・コア・カリキュラム準拠について 
1． 獣医学教育モデル・コア・カリキュラム準拠 

・専門科目の教育内容は，全国大学獣医学関係代表者協議会による獣医学教育モデル・コア・カリキュラム（「以

下コアカリという。」）に準拠します。ただし科目名は，必ずしもコアカリと一致していません。本学の獣医学教

育は，コアカリに示された各科目の全体目標，一般目標及び到達目標を網羅し，これに独自の内容を加えたもの

になります。 
2． 獣医学共用試験 

・コアカリには，学生が実際の臨床例に対して診療行為を実施する「総合参加型臨床実習」が含まれています。本

学の科目では，5 年次に配当されている「小動物臨床実習」及び「産業動物臨床実習」等がこれに該当します。

獣医師資格のない学生が動物の診療に参加して勉強するためには，実習学生の人格，知識，技術などを保証する

必要があります。その事前評価のため全員が特定非営利活動法人獣医系大学間獣医学教育支援機構が実施する

「獣医学共用試験」を受験します。本学における受験時期は，4 年次後期授業終了時から 5 年次前期終了時まで

の間を予定しています。これに合格しなければ，「総合参加型臨床実習」に該当する科目は履修できません。な

お，受験の際には，受験料が必要です。 
 

GPA について 
・本学では GPA 制度を導入し，修学指導・支援に活用します。2020 年度以降に入学した学生は入学時からの累計

GPA が 1.1 以上であることが卒業要件のひとつとなります。 
（P.42「GPA 制度」を参照のこと） 
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(5) 獣医師として，社会に巣立つための獣医師ライセンスの取得を目的とした獣医師国家試験対策のために，専門教

育 5 系に属する獣医学系全教員の連携による総合的なカリキュラムを設定する。 
 
３．アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針） 

本学科の教育は，獣医師として高い倫理観を有し，高度な専門知識・技術を身に付けて社会に貢献できる人材を養成

することを目的にしているため，次のような人物を求める。 
(1) 人や動物，自然が好きな人。 

(2) 獣医学に強い関心を持ち，獣医師となることについて明確な目的意識を持つ人。 

(3) 獣医師になるための情熱及び他者への思いやりと奉仕の心，高い倫理観を持つ人。 


